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八女市作成

(２)保存地区のあゆみ

平成３年度
台風により、町並みに甚大な被害を受け、
一部の町家が解体される

→ 町並み保存の市民運動が始まる

平成７年度
八女福島町並み保存会発足
街なみ環境整備事業による町並み整備開始

平成８・９年度 伝統的建造物群保存地区保存対策調査

平成１３年度 八女市文化的景観条例制定（伝建地区条例）

平成１４年度 『重要伝統的建造物群保存地区』 選定

平成１９年度 全国町並みゼミ八女福島大会 開催

平成２０年度 都市景観大賞 美しいまちづくり賞優秀賞受賞

平成２４年度
全国伝統的建造物群保存地区協議会
                           総会・研修会 開催

平成２９年度 九州町並みゼミ・町並みフォーラム福岡 開催

［ 町並みの形成 ］
関ヶ原の戦いにおいて、石田三成捕縛の功をあげた田中吉政は

慶長６年(1601)、当地の領主となり福島城を支城として修築を行い、
三男・康政を配し、近在の寺社や集落を城下に移して城下町を整備
した。城は、三重の堀で囲まれ、内堀内に本丸・二の丸、内堀と中
堀の間に上級家臣団の武家地、中堀と外堀の北半に武家地が配さ
れた。中堀と外堀の南半部には往還道路が整備され、これに沿っ
て町人地が形成された。

元和７年(1621)、一国一城令により廃城となるが、町人地は周辺
地域の山産物を取り扱う在郷の商家町として発展を続け、提灯・仏
壇等の様々な伝統工芸が生み出された。

［ 特 徴 ］
保存地区は、江戸時代初期に成立した城下町の町人地のほぼ全

域にあたり、短冊型の敷地割りとともに、屈折した道路や枡形など
が城下町としての街路構成をよく残している。また、掘割は現在でも
石積みの公共水路として残り、寺社の社叢などと相まって地区の歴
史的風致を伝えている。

短冊型の敷地内では、道路に面して主屋、その背後に中庭、離れ
座敷、土蔵が建てられ、江戸時代後期以降には、居蔵造(いぐらづく
り)と呼ばれる耐火性の高い白壁土蔵造りの町家が建られるように
なり、現在の八女福島地区の景観の原型が形成された。

明治期以降、道路の拡幅・新設が行われ、町並みの景観に大きな
変化をもたらしたが、江戸期以来の町並みの街路構成とともに現在
でも多くの建築物が残されている。

(１)保存地区の概要

地 区 名 八女市八女福島

種 別 商家町

面 積 約１９．８ｈａ

選 定 年 月 日 平成１４年５月２３日

： 伝統的建造物保存地区

福島城下空間復原図
（貞享5年/1688年）
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(３)保存地区の保存と整備

修理・修景事業 １８２件

情報発信施設整備 １件

防災施設整備
（住民初期消火用消火栓）

３２基

道路美装化 約1,440ｍ

街路灯整備 ６２基

来訪者用トイレ １ヶ所

案内板整備 ２ヶ所

八女市八女福島(福岡県）

情報発信施設の整備（造り酒屋跡の取得・整備）

道路美装化 防災施設整備

令和６年８月１日
八女市作成

町並み景観の再生（修理・修景事業）

来訪者用トイレ整備

（修理） （修理） （修理） （修景）
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(４)保存地区の活用とまちづくり

町並み保存の取組みが始められる時期と前後して、町並みを活
用したイベントへの取組みが始まり、多くの来訪者を迎えている。

２月～３月のひなまつりの時期には、「八女ぼんぼりまつり」が
開催される。八女福島は、ひな人形（箱雛）が誕生した地であり、
地区内及び近隣の工房では現在も生産が行われている。

期間中は、多くの町家に箱雛が飾られ町並み彩っている。

（箱 雛）  （結婚式 ～おひなさまパレード～）

９月には、地区内の福島八幡宮の境内で、重要無形民俗文化
財「八女福島の燈籠人形」が公演されるのに合わせて、「八女の
まつり、町屋まつり」が開催され、伝統工芸の技術や保存地区の
魅力の発信が行われている。

（八女福島の燈籠人形） （町屋まつり）

八女市八女福島(福岡県）
令和６年８月１日

八女市作成

(５)住民等の取組

八女福島地区では、空き家の増加により町の空洞化が目
立ってきていたが、平成３年の台風による被害以降、解体が
進む町並みに危機感を持った住民有志を中心に町並み保存
の取組みが行われるようになり、「八女福島町並み保存会」が
結成された。保存会は、地区住民以外にＮＰＯ、まちづくり団
体等で構成されており、それらが相互に協力して取組みが進
められている。

伝統的建造物群保存地区の選定後、町並みの景観の再生
が進むのに合わせて地区への移住・出店希望者が増加してき
ており、徐々ににぎわいの再生が進んでいる。

また、近年はＮＰＯやまちづくり団体が建物所有者に代行し
て、空家の再生・管理・運営を行う取組みが試みられ、移住
者・出店者の受入れが進み実績を上げている。今後は、行政・
住民と連携して所有者が所在不明となり老朽化が進む建物の
整備・活用の取り組みへの検討が進められており、町並み保
存の取組みに対する重要性が増してきている。
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八女市作成

八女福島町並み保存会

NPO八女空き家再生ｽｲｯﾁNPO八女町並みﾃﾞｻﾞｲﾝ研究会 NPO八女町家再生応援団 八女ふるさと塾

小学生の伝統工法体験
（荒壁塗り・土間たたき） 旧八女郡役所の再生・活用 空き町家の再生・活用

伝統工法の研修会の開催
町家のメンテナンス支援

(柿渋塗りﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ)

町並みのイベント支援
(町並み案内・人力車運行)

伝統行事の復活の取組み
（天神さんこどもまつり）

空き家の活用支援
（空き家の大掃除ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ）

町並みの広報活動
（修理が完了した建物の見学会）

町家の活用支援
(新規ｵｰﾌﾟﾝ店舗のお披露目会)

町並みイベントの支援
（町屋まつり）
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